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【目的】 

VMATはガントリ回転中に線量率、ガントリ速度、MLCの位置を連続的に変化させることで、線量分布を形成

する。VMATのような高精度な放射線治療を安全に遂行するためには、リニアックの品質保証が必要不可欠で

ある。従来のIMRTと比較して、VMAT特有のガントリ回転中の線量率、ガントリ速度、そしてMLC位置精度の総

合的な品質保証が必要となるが1)、施設ごとに精度管理方法を構築し、評価しなければならない。本研究は当院

におけるVMATの精度管理方法を提案し、その精度管理評価を報告する。 

【方法】 

ガントリ回転中のMLC駆動の安定性と位置精度を評価するために、dynamicスリットフェンス試験を用いて、各

スリットの許容値を±0.6 mmとした。VMATの総合的な精度管理方法についてはLingら2)が提唱しており、Varian

社より提供されたVMATコミッショニング試験用のテンプレートを使用し試験を行った。ガントリ回転中の線量率と

ガントリ速度試験では、線量率とガントリ速度を変化させ、短冊状の照射野を移動させ一定のMU値を照射するこ

とで7つの照射野を取得した(Fig.1)。ガントリ回転中のMLCリーフ速度試験では、MLC速度を変化させ4つの照

射野を取得した(Fig.2)。各照射野の強度の均一性を評価し許容値を±2%とした。 

本研究では、Dicom Editを使用して試験を追加した。Dynamicスリットフェンス試験、VMATの総合的な試験で

はガントリ回転方向CWとCC、MLCの移動方向LR (1) とRL (2) の計4種類 (CW1、CW2、CC1、CC2) とした。

検出器はEPID (aS1000, Varian) を使用し、MATLAB (2019a、MathWorks) を用いた自作プログラムによる解

析・評価を行った(Fig.3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

ガントリ回転中のMLC位置精度を評価するdynamicスリットフェンス試験では各スリットで許容値である0.6 mm

以内となった (Fig.4)。ガントリの回転方向、MLCの移動方向による差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Fig.4 ガントリ回転方向と MLC 移動方向を考慮した 

dynamic スリットフェンス試験の結果 

 

Fig.3 MATLAB による 

解析プログラムの例  

（線量率とガントリ速度試験） 

Fig.1 線量率とガントリ

速度試験 

例 

Fig.2 MLC リーフ 

速度試験 

例 
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VMAT動作中の線量率とガントリ速度の試験 (Fig.5)、MLCリーフ速度の試験 (Fig.6) では、ガントリの回転方

向、MLCの移動方向による差は見られず全ての条件において、各照射野の許容値である±2%以内となった。 

 

【考察】 

Dynamicスリットフェンス試験では、ガントリ回転方向やMLCの移動方向による差は見られなかったが、許容値

である0.6 mm付近のばらつきが見られた。この原因としては検出器としてEPIDを用い、取得した画像の解像度

によるものだと考えられる。取得した画像のリサンプリングなどを行い、より細かい画像を用いた解析が必要だと

考えられる。 

VMATの総合的な測定試験の結果より (Fig.5、6)、両端の照射野の強度値が約1.5%低下する傾向が見られ

た (Fig.5ではスリット1と7番、Fig.6ではスリット1と4番)。この原因がMLCの位置精度に依存した影響によるものか

どうかを確認するため、本研究で用いた試験を基に両端に一本ずつスリットを追加した試験を行い、スリットのプ

ロファイルを評価した。Fig.7より、両端にスリットを追加することで、元の試験で見られたスリット1と7番の強度値の

低下は見られなかったため、VMAT中のMLCの位置精度による影響ではなく、照射野の端による散乱線の影響

であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

当院におけるVMATの精度管理方法を提案し、自作のプログラムを用いた精度管理の評価を報告した。 
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Fig.5 ガントリ回転方向とMLC移動方向 

を考慮した線量率とガントリ速度試 

験の結果 

 

Fig.6 ガントリ回転方向とMLC 移動方向 

を考慮したMLCリーフ速度試験の 

結果 

 

左：元のMLC位置精度試験  右：両端に一本ずつスリットを追加した試験 

Fig.7 各スリットのプロファイル 

 


